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彦
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第
２
２
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２
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行
仙
宿
巡
回
整
備
と
上
平
一
郎
氏
宅
訪
問 

 

◇
実
施
日 

 

６
月
１
７
日
（
土
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄
、
湯
川
一
郎
、
坂
野
良 

４
名 

 

６
月
は
予
定
し
た
行
事
は
無
か
っ
た
が
、
梶
野
君
か
ら
２
、
３
こ
な
し
て
お

き
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
行
仙
宿
に
行
く
と
連
絡
が
あ
っ
た
。
ま
た
３
日
ほ
ど

前
に
坂
野
君
か
ら
も
、
行
仙
宿
に
行
く
の
で
荷
揚
げ
す
る
物
が
あ
れ
ば
持
っ
て

行
く
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。
湯
川
君
も
お
姉
さ
ん
が
来
て
母
の
面
倒
を
見
て
く

れ
る
の
で
一
日
自
由
な
時
間
が
出
来
る
、
何
か
予
定
が
あ
れ
ば
手
伝
う
。
と
の

話
が
重
な
り
４
人
で
行
仙
宿
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
板 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

行
仙
宿
に
到
着 

当
日
午
前
９
時
３
０
分
登
山
口
に
着
く
。
湯
川
君
宅
に
ま
だ
あ
っ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
板
２
枚
と
半
割
丸
太
１
０
本
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
積
込
む
。 

半
割
丸
太
は
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
後
の
補
給
路
付
け
替
え
用
の
資
材
だ
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
に
半
割
丸
太
を
デ
ポ
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
一
枚
を
沖
崎
、

坂
野
が
持
っ
て
小
屋
を
目
指
す
。
途
中
数
回
休
み
な
が
ら
鉄
塔
下
ま
で
や
っ
て

き
た
。 

梶
野
君
が
先
週
直
径
２
５
㎝
位
の
枯
れ
木
を
切
除
し
た
横
に
新
し
く
登
山
道

を
整
備
し
た
い
、
と
説
明
を
受
け
る
。 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
の
運
搬
は
途
中
で
梶
野
、
湯
川
の
２
名
と
交
代
、
中
の
硲
か

ら
再
び
沖
崎
、
坂
野
が
受
け
持
っ
て
よ
う
や
く
小
屋
に
着
い
た
。 

 
 

 
 

 

ベ
ン
チ
の
改
良 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

レ
ン
ガ
に
緩
衝
材
を 

 
梶
野
君
は
到
着
後
す
ぐ
に
ベ
ン
チ
の
交
換
作
業
を
行
う
。
不
安
定
だ
っ
た
ベ

ン
チ
を
取
り
除
き
、
ア
ル
ミ
の
足
を
付
け
た
幅
広
の
物
に
交
換
し
た
。 

ベ
ン
チ
の
交
換
終
了
後
に
小
屋
内
の
ス
ト
ー
ブ
周
り
の
レ
ン
ガ
（
か
つ
て
は
囲

炉
裏
の
縁
石
だ
っ
た
）
の
角
に
緩
衝
材
を
取
り
付
け
る
。
レ
ン
ガ
に
ス
ポ
ン
ジ

を
つ
け
る
の
で
、
接
着
剤
は
こ
れ
で
い
い
の
か
？
と
言
い
な
が
ら
の
作
業
だ
っ



た
が
、
明
る
い
オ
レ
ン
ジ
色
の
緩
衝
材
が
良
く
目
立
っ
て
い
る
の
で
、
過
度
に

足
を
ぶ
つ
け
る
人
も
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。 

梶
野
君
が
作
業
し
て
い
る
間
、
他
の
３
名
で
小
屋
内
外
の
整
理
、
整
備
を
行
い

１
２
時
前
に
な
っ
た
の
で
昼
食
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

継
の
窟 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

改
修
し
た
補
給
路 

 

梶
野
君
は
午
後
か
ら
継
の
窟
の
下
降
口
に
標
識
を
設
置
し
に
行
く
と
い
う
。 

坂
野
君
は
継
の
窟
に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、
是
非
行
き
た
い
と
言
う
の
で
梶
野
、

坂
野
の
２
名
が
継
の
窟
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
沖
崎
、
湯
川
の
２
名
が
前
述

の
登
山
道
新
設
を
請
け
負
っ
た
。 

 

昼
食
後
そ
れ
ぞ
れ
が
小
屋
を
出
発
、
登
山
道
工
事
は
道
具
や
資
材
の
調
達
、

運
搬
も
段
取
り
よ
く
済
ま
せ
て
お
い
た
し
、
新
し
い
道
に
敷
く
小
石
も
近
く
に

あ
り
、
１
時
間
位
で
５
段
の
階
段
を
含
め
た
新
道
が
出
来
上
が
っ
た
。 

 

継
の
窟
班
は
奥
駈
道
の
下
降
口
に
標
識
を
立
て
、
継
の
窟
で
勤
行
し
て
小
屋

に
戻
り
、
戸
締
り
し
て
登
山
道
工
事
現
場
に
降
り
て
き
た
。 

 

「
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
出
来
て
る
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
。 

 

登
山
口
に
下
山
後
４
人
で
白
谷
ト
ン
ネ
ル
東
口
の
行
仙
岳
登
山
口
に
向
か

い
、
故
山
川
さ
ん
宅
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
杖
２
０
本
を
、
児
嶋
さ
ん
が
作
っ
た
屋

根
付
き
の
杖
立
に
入
れ
て
階
段
横
に
設
置
し
た
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

行
仙
岳
登
山
口
に
杖 

 
 

 
 

 

上
平
氏
宅
で 

 

行
仙
岳
登
山
口
で
解
散
し
、
沖
崎
、
湯
川
の
２
名
で
浦
向
の
上
平
氏
宅
へ
向

か
う
。
山
林
所
有
者
の
上
平
氏
に
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
計
画
の
現
状
と
経
過
の
説

明
を
行
い
帰
宅
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
沖
崎
） 
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